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第２回 九十九里地域・南房総地域の水道用水供給事業体と 

県営水道の統合協議会 結果概要 

１ 日 時 令和4年9月13日（火）11時00分～11時30分 

２ 場 所 千葉県庁本庁舎5階特別会議室（Web開催） 

３ 出席者 別紙出席者名簿のとおり 

４ 議事概要 

 

あいさつ 

開催にあたって会長である熊谷知事からあいさつがあった。 

  

報告事項 

（１）『九十九里地域・南房総地域の水道用水供給事業体と県営水道の統合に係る基本計画策定

及び認可申請書類作成支援業務委託』の契約締結について 

業務委託の契約締結について報告が行われた。 
 

意見交換 

特になし 

 

（２）主な協議事項の検討状況について 

 主な協議事項の検討状況について報告が行われた。 
 

意見交換 

（千葉県企業局長 山口委員） 

ただいま、事務局から主な協議事項の検討状況について報告をいただいたが、統合後の水道 

用水供給事業を経営することとなる事業体としては、統合後の事業運営を視野に入れると、  

例えば財務システム等に関することや、予算・決算に関することなど、令和５年度までに方向性

を確定しておく事項がある。早期に検討を要する事項が数多く見込まれるので、協議に係る時間

を十分確保するため、専門的事項を検討するワーキンググループの開催回数など十分確保   

されるよう事務局に要望したい。 
 

（千葉県知事 熊谷会長） 

いただいた御意見等も踏まえ、今後の協議を進めていきたい。 

 

（３）今後の統合協議会の開催予定について 

 今後の統合協議会の開催予定について報告が行われた。 

 あわせて事務局から、これまで準備会議等の場において、現在、九十九里地域水道企業団が  

要 旨 
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所有する長柄浄水場の施設能力の余力を統合後に有効活用することで、収益の増加を通じた  

地域の負担軽減を図ることができることについて説明を行ってきたが、今後、統合基本計画の 

策定作業と合わせて、この統合協議会において更に具体的に検討したいとの説明が行われた。 
 

意見交換 

（東金市長 鹿間委員） 

事務局から長柄浄水場の活用について説明いただいたが、これは、九十九里水道企業団の保有

施設の新たな利活用であり、具体化に向けた検討を進めていただければありがたい。加えて  

私ども九十九里地域を始め、関係市町村の考え方なども吸い上げていただき関係者が相互に  

メリットがでるように検討いただければありがたい。 

この事業については、県内水道の広域化のリーディングケースとして当方も協力していき  

たいと思っているので、水道事業の20年後、30年後の将来的な維持管理に向けた取組に御尽力

いただければありがたい。 
 

（千葉県知事 熊谷会長） 

検討を後押ししていただくものとして参考にしたい。また、当然ながら皆様と十分協議をした

上で進めていきたい。 
 

（茂原市長 田中委員） 

東金市長からも話があったが、長柄浄水場の施設能力の余力を統合後に有効活用することで

収益の増加により地域の負担軽減を図る事ができると説明いただいた。 

私どもも東金市と同様の考えであるが、締結した覚書の第2条第3項において、「市町村追加

負担額については、九十九里地域・南房総地域ごとに必要な所要額を算定する」と定めてある。

このことについては、費用だけではなく九十九里地域水道企業団が保有する長柄浄水場を   

含めた資産及びその有効活用に伴う収益、また、事業統合時点における保有資金についても地域

ごとに区分して算定する必要があると考えているので、今後の協議の中で御検討いただきたい。 

これは私ども九十九里地域の首長の総意といったものを代表して言わせていただいたが、  

そういう強い思いがあるので、御理解いただきたい。 
 

（千葉県知事 熊谷会長） 

今後の参考にさせていただきたい。 
 

（山武市長 松下委員） 

先ほど、長柄浄水場の有効利用についての話があった。構成市町村と協議をしてから進めて 

いただきたいということで私も茂原市、東金市と同じ意見なので、よろしくお願いしたい。 
 

（千葉県知事 熊谷会長） 

御意見を参考に進めさせていただきたい。 

地域負担の軽減のための検討であるので、改めて申し上げるが、地域の意見を伺いながら統合
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協議会として具体的な検討を行っていくということでよろしいか。 
 

<<承認（異議なし）>> 
 

（千葉県知事 熊谷会長） 

それでは検討を行っていくこととする。 

 

その他 

 会議全体を通した発言の有無について確認があった。 
 

意見交換 

 特になし 

 

以 上  

 


